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活動報告1 活動に向けて
調査と検討
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活動報告１
〜検討経緯〜

「若者の移住・定住の促進」を基本テーマに、
会議で意⾒交換

⽅向性の模索のため若者へインタビューを実施
⿃取におけるʻ⼈と⼈のつながりの場ʼを挙げる
会議の活動を発信するために、Facebookページを
開設

4



インタビュー
〜質問と回答１〜

①⿃取市に住む前の⿃取市のイメージは？
→⽥舎、何もない、⾬が多い

②住んでみて悪かったところ
→交通⼿段がない、遊ぶところが少ない

③住んでみてよかったところ
→⾷べ物がおいしい、星がきれい
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インタビュー
〜質問と回答２〜

④⿃取市にあったらいいな、ほしいなと思うもの
→映画館、若者向けの店、公共交通機関

⑤⼤学卒業後の進路は？その理由は？
→地元に戻りたい、希望の職種がある

⑥今後も⿃取市に住みたいと思う？
→就職できれば住んでもよい、家庭の事情・友達
が多いなどの理由から地元に戻りたい
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インタビュー
質問をしていく中で…

就職先の候補に⿃取が⼊らない理由として、
・⼤⼈の知り合いがいない
・⾃分が⿃取で働くイメージがわかない
・銀⾏員か公務員しか⿃取の仕事を知らない

などが意⾒として挙げられた。
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⿃取におけるʻ⼈と⼈のつながりの場ʼ

トリの話しba（ワールド・カフェ⽅式）
だっぴin⿃取（学⽣×社会⼈）
 Connection’s（10代、20代中⼼。イベント開催）
アジトノウタゲ（学⽣×社会⼈）
⿃取あきんどクラブ（多業種間の意⾒交換会）
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⿃取におけるʻ⼈と⼈のつながりの場ʼ

 tottoriカルマ（カフェ）
交流団体STEP（異業種交流、イベント主催）
 tottori mama’s（⼦育て中のお⺟さん中⼼）
⼥性応援コミュニティCHLOE（⼥性中⼼、ワーク
ショップ開催）

など
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Face bookページの開設
〜とっとりLove it通信〜

会議の活動発信のため
Facebookページを開設
・名称「とっとりLove it通信」
・https://www.facebook.com/tottori.love.it/
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活動報告１まとめ
〜これらの調査・検討から〜

インタビュー
→⼤学卒業後は、「地元に戻りたい」と考えている
学⽣が多い。ただ「就職先があれば住んでもよい」
との意⾒も多い。

→「交通の便がよくない」「遊ぶところがない」
という意⾒多数。
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活動報告1まとめ
〜これらの調査・検討から〜
つながりの場
→『つながりの場』は様々なものがあるが、⼤学
⽣が初めて参加するには敷居が⾼く感じられる
のではないか。

 Facebook
→閲覧者を増やす仕掛けが必要、双⽅向の情報発信
ツールになればなおよい。
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活動報告2 ⼤学祭における
アンケート調査

13



活動報告２ ⼤学祭におけるアンケート調査
〜⽬的と概要〜
⼤学祭でアンケートを実施し、その様⼦を

Facebookに投稿。
会議の活動を紹介するとともに⿃取市の魅⼒を伝え
ていく。

・平成２８年１０⽉１０⽇（⽉）
⾵紋祭（⿃取⼤学）

・平成２８年１０⽉１６⽇（⽇）
環謝祭（公⽴⿃取環境⼤学）
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協⼒してくれたみなさん
⿃取⼤学 ２０名
環境⼤学 １６名
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活動報告3 島根県雲南市視察
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活動報告３ 雲南市視察
〜⽬的と⽇程〜

チャレンジの連鎖で地域への愛着を育み、若者の定住
に取り組む先進事例を視察し、次年度の活動のヒント
を得る。

・平成２９年１⽉１３⽇（⾦）
雲南市役所
三⽇市ラボ
（NPO法⼈おっちラボ運営） にて
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活動報告３ 雲南市視察
〜視察の様⼦〜

↓三⽇市ラボでNPO法⼈おっちラボ
(上野さん・平井さん）の話を伺う
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活動報告３ 雲南市視察
〜視察の様⼦〜

↓雲南市のソウルフード『焼きさば寿し』
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活動報告３ 雲南市視察
〜視察を受けて〜

雲南市の規模だからこそできている部分もあるが、
規模が違ってもできることはあると感じた。

取組が⾮常に多岐にわたっているが、それぞれ明確
なビジョンがあり、⾒習うべき点であると感じた。
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活動報告３ 雲南市視察
〜視察を受けて〜

⼩中学校の教育の場で、地元への愛着を育む取り組
みを⾏うことが、「⿃取へ住み続けたい」という気
持ちの醸成につながるのではないか。

⼀⽅で、学校教育以外での地元への愛着を育む取り
組みは、⼀部の市⺠にしか届いていないことが課題
である。
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活動報告4 交流イベントの実施
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活動報告４ 交流イベントの実施
〜つなげる場をつくる〜

社会⼈との交流イベントを実施
 カフェ de トーク

〜⿃取で暮らし、働く先輩たちと〜
 第1回 平成２９年１⽉２２⽇（⽇）14：00〜16：00

 第2回 平成２９年１⽉２８⽇（⼟）17：00〜19：00

MIRAI restaurant & cafe（⿃取市末広温泉町）にて
参加⼈数 21名
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活動報告４ 交流イベントの実施
〜イベントの⽬的〜

①⿃取市で⽣活する社会⼈と話す機会を創出する。
②社会⼈との交流を通じて、今後社会⼈になって
直⾯するであろう様々な不安や疑問について、
気軽に聞くことができる機会を創出する。

③⿃取市での⽣活をイメージする機会を創出し、
⿃取市への定着を図る。
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活動報告４ 交流イベントの実施
〜ゲストスピーカーの⽅々〜 〔:出⾝地〕

 藤原 正実さん：⿃取市
（有限会社叶オート）

 林 正太郎さん：⿃取市
（株式会社

⿃取メカシステム）
 ⾦⾕ 美⾥さん：⿃取市
（株式会社LASSIC）

 井⼟ 洋志さん：島根県松江市
（⿃取県森林組合連合会）

 吉永 昇平さん：熊本県⽔俣市
（吉永農園）
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活動報告４ 交流イベントの実施
〜イベントの様⼦ 第１回〜

↑イベントの趣旨を説明

↓⾃⼰紹介から開始
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活動報告４ 交流イベントの実施
〜イベントの様⼦ 第２回〜

←ゲストスピーカーからの総括と
イベント紹介

参加者全員で記念撮影→
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来年度の活動について
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今年度の取組で、『⼈と⼈とのつながり』
が『地域への愛着』となって、その地域に
暮らすことにつながることを実感できた。

とっとり地⽅創⽣若者会議で『⼈と⼈との
つながり』を創出する取組みを、さらに実
践したい。

その⼀⽅で…
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市役所と密な関係にありながら、⾃分たちの

⽬的とすることを実践する部署との連携がで

きなかったため、来年度は担当する部署の取

組に参画することができないか。
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提⾔

社会⼈とのつながりをつくる交流イベント

新たな⿃取の楽しみ⽅を企画

若者が歩きたくなるまちなかづくり
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ご清聴ありがとうございました
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